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新型コロナウイルス感染症を踏まえた避難所運営ガイドラインについて 

 

はじめに 

 

 新型コロナウイルス感染症が全国的な拡がりを見せて以降、本町においても、町民の

皆様のご協力や関係各機関の皆様のご尽力により、感染発生予防が図られてきたところ

です。しかし、ワクチンや治療薬が開発されるまでは、継続的な感染予防対策が必要と

なり、「新しい生活様式」を社会経済全体に定着させていくことが求められています。 

 こうした状況下で災害が発生した場合においても、町民の皆様がためらわずに避難で

きるよう、避難所の開設や運営にあたっては、密閉・密集・密接の３つの密を避ける等、

新型コロナウイルス感染症対策を徹底する必要があります。 

 一方、昨年全国に甚大な被害をもたらした令和元年東日本台風を教訓に、国において

「避難のあり方」が検証され、『避難の理解力向上キャンペーン（内閣府・消防庁）』と

して、自宅の２階や安全な親戚・知人宅への避難など、地域の災害リスクに応じて、様々

な避難先を検討するとともに、適切な避難について住民の理解を促す必要性が示されて

おります。 

 これらのことを踏まえ、地域の災害リスクを踏まえた避難についての意識啓発や避難

所における感染リスクを下げるための対応策や留意事項をとりまとめ、「新型コロナウイ

ルス感染症を踏まえた避難所運営ガイドライン」として作成しました。 

 各地区自主防災会等におかれましても本ガイドラインを参考とし、地域の実情や避難

所施設等を考慮し、新型コロナウイルス感染症を踏まえた避難所の開設や運営にご協力

いただきますようお願い申し上げます。 

 なお、今後の新たな知見や訓練・災害時の検証等を踏まえ、必要に応じて、本ガイド

ラインは、適宜見直しを行ってまいります。 

 

令和２年７月 

森町 防災課・保健福祉課 
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 １ 事前準備  
 

（１）住民への広報 

「『避難』とは『難』を『避』けることであり、安全な場所にいる人は避難場所

に行く必要がない」ことや「安全な親戚・知人宅も避難先となり得る」こと等に

ついて住民の理解を促すともに、避難する際には、個人又は家族が使用する感染

対策に必要な備品を持参するよう住民へ周知する。【別紙１-１(P10)、１-２（P11）】 

① 自宅の災害の危険性の確認 

・平成 30 年に全戸配布したハザードマップ等により､災害の種別ごとの自宅及び地

域の危険性について周知する。さらに、同時に配布した防災ガイドブックにより

災害への備え方を周知する。 
 

②避難先の検討 

・自宅が被災する可能性が低く、安全を確保できると判断される場合は、あらか

じめ水・食料、携帯トイレなど、家庭内の備蓄状況を確認のうえ、在宅避難を

選択肢として検討するよう周知する。 

・在宅避難が困難な場合は、安全な親戚・知人宅への避難など、災害リスクを踏

まえた適切な避難先を、あらかじめ確認するよう周知する。  
 

③必要な物資等の持参 

・避難にあたっては、町の備蓄品には限りがあり、また、使いまわしによる感染

を避ける必要があることから、避難生活において必要となるものを可能な限り

持参するよう周知する。 

○例マスク、消毒液、体温計、内履き、服用している薬、サプリメント、タオル、

歯ブラシ、ゴミ袋及び筆記用具等 

 

（２）避難所における十分なスペースの確保 

「３密」を回避するため、避難者１名あたりの占有スペースを約３㎡、個人又

は家族ごとに２ｍ程度の間隔を保つことを目安として、必要なスペースを確保す

る。 

① 指定避難所のスペースの拡大 

・施設管理者と事前協議のうえ、避難スペースの拡張の可否を確認する。 

○例避難所となる学校施設では、体育館に限らず多目的教室等の活用を検討する 
 

② その他の避難施設の選定・確保 

・指定避難所で必要なスペースを確保できない場合は、その他の町有施設等を避

難所として活用することを検討する。 

 その他の町有施設の活用 

施設管理者等と利用の可否、利用の範囲や用途利用できる設備や資機材、 

役割分担や利用手順等について協議する 
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③車中泊避難への対応 

・「３密」を避けるため、やむを得ず車中泊を希望する避難者が増えることも想定

されるため、車中泊の留意事項について住民に周知する。 

駐車スペースの浸水リスクの事前確認やエコノミー症候群など車中泊の注意

点をまとめたチラシ等による周知も用意【別紙２（P12）】 

 

（３）資機材等の整備 

 避難所に、感染症防止に必要な資機材や備蓄品を整備する。 

 資機材の整備に当たっては、県や国の支援制度（地震・津波対策等減災交付金

等）の積極的活用に努める。 

① 資機材の整備 

非接触式温度計、換気対策資機材（扇風機・気化式冷風機・石油ストーブ）、 

エチケットボード、簡易避難所用テント、折りたたみベッド、紙発泡緩衝材マ

ット、避難所スタッフ用ベスト、防災倉庫等 
 

② 備蓄品の整備 

アルコール消毒液、ニトリル手袋、フェイスシールド、マスク、養生テープ（間

隔を示すため）、次亜塩素酸水用スプレーボトル、ペーパータオル、規制標識テ

ープ、プラスチックガウン等 
 

 

（４）研修及び訓練の実施 

避難所運営を担当する職員、自主防災会役員等関係者を対象に、感染症対策の

基礎知識を習得する研修会や、避難者受け入れ手順等の確認訓練を実施する。 
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 ２ 災害時の対応  
 

（１）避難者の受け入れ 

避難所等に避難者を受け入れる前に、感染防止の観点から、「問診チェック票」

による健康状態の確認を行い、その結果に応じて避難スペースを区分し、それぞ

れのスペースへ誘導する。 

① 避難所開設・運営者の健康確認 

・避難所等を開設する前に、地区防災班等の町職員や関係する自主防災会役員等

の避難所運営スタッフの健康状態を確認する（方法は避難者と同じく「問診チ

ェック票」による）。 
 

②事前問診の実施 

・避難所等の入口の外など換気の良い場所に事前問診場所を設置し、発熱等体調

不良者の事前把握を行う。【別紙３（P13）】 

・受付担当者は、マスク、ニトリル手袋、フェイスシールドを着装し、聞き取り

と検温により「問診チェック票」による事前問診を実施する。【別紙４-１（P14）】 
 

 ●問診は受付担当者による聞き取りと検温によるものとし、記入は担当者が行う 

 ●場所は、体育館に接続する廊下を使用するなど、極力屋外は避け、各避難所

等に応じた場所に設置（屋外設置の場合は、テントの設営が望ましい） 

 ●事前問診場所が混雑しないよう受付の複数設置や、避難者毎に２ｍの距離 

を保つことができるよう目印テープ等の貼付を行い、受付周辺にアルコール

消毒液を設置 

 ●受付では避難所毎に配備した非接触式温度計を使用する 

測定は髪がかからない状態の額
ひたい

で行い、発熱者は 37.5℃以上の者とする 

※接触型体温計を使用する場合は、感染防止のために毎回消毒をして使用 

●記入済みの「問診チェック票」を本人に渡し、速やかに一般スペース又は、

発熱等体調不良者や濃厚接触者の専用スペースへの移動を促す 

●陽性者が避難してきた場合には、一旦自家用車等への待機を指示する。災害

対策本部と専用避難場所の調整が済んだ後、陽性者へは速やかに町の専用避

難所（陽性者）への移動を促す 
 

③一般スペース及び専用スペース（発熱等体調不良者ほか）への誘導 

・事前問診の結果に応じて、発熱等体調不良者や濃厚接触者は、速やかに「専用

スペース」へ誘導する。それ以外の者は「一般スペース」へ誘導する。 

ア 一般スペース 

・受付対応者は、マスクなどを着装し、一般スペースの入口で受付を実施する。 

・「問診チェック票」の内容を確認し、問題なければ「問診チェック票」を

回収するとともに、「健康チェックシート」【別紙６(P18)】を配り、避難

者毎に日に３回の記載を指示する。 

・個人又は家族の占有スペース毎に２ｍ程度の間隔を確保する。 
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・間隔を確保できない場合は、間仕切り用簡易テント等（以下「間仕切り等」

という。）で空間を区切るなど、感染防止の工夫を行う。間仕切り等を設置

する際は、気流低下による熱中症に注意するとともに、窃盗等への注意喚

起を行う。 
 

 イ 専用スペース（発熱等体調不良者・濃厚接触者） 

・受付にはエチケットボードを設置する 

・受付対応者は、マスク、ニトリル手袋、フェイスシールド等を着装し、専

用スペースの入口で受付を実施する。 

・「問診チェック票」の内容を確認し、問題なければ「問診チェック票」を

回収するとともに、「健康チェックシート」を渡し、日に３回の記載を指

示する。また、一般スペースへの立入り禁止を伝える。 

・一般スペースとは建物や階層を分けることを基本とし、可能であれば個室

とするが、個室が確保できない場合は、間仕切り等で空間を区切るなど、

感染防止の工夫を行う。 

・一般スペースとの動線を分けるとともに、トイレ・手洗い場も別の場所に

するなど、完全に分離したレイアウトとする。 

・発熱等体調不良者の家族についても、感染予防の観点から、専用スペース（発

熱等体調不良者ほか）へ案内する。 

●専用スペースの入所者と他の避難者との接触を避けるため、各スペースに自

分で移動・利用できるような案内表示の設置（風雨時や夜間においても視認

可能なもの） 
 

※濃厚接触者については、多数の避難者が訪れる避難所等とは別の専用の避難施

設への避難が望ましいが、専用施設まで移動する手段がない等の理由により、

避難所に避難することも想定されることから、発熱者等体調不良者とは別の専

用スペースをあらかじめ確保しておく。 
 

※濃厚接触者の家族についても、感染予防の観点から、濃厚接触者と同一の専用

スペース（濃厚接触者）へ案内する。 
 

※新型コロナウイルス感染症陽性者や濃厚接触者が避難所に避難してきた場合は、

直ちに災害対策本部や保健福祉課へ連絡することを基本とし、西部保健所等と

連携し適切に対応する。 
 

※避難所の全体、一般スペース、専用スペース（発熱等体調不良者・濃厚接触者）

のレイアウト等については、令和 2 年 6 月 10 日付け府政防第 1262 号内閣府政

策統括官(防災担当)付参事官(避難生活担当)通知等を参照して対応する。【参考

資料（P19～24）】 
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（２）避難所における感染症対策 

避難所において、感染症の拡大を防止するため、定期的な換気の実施、共用箇

所の清掃・消毒など、感染防止対策を徹底する。 
 

① 基本的な感染症対策 

・手洗いや咳エチケット等を呼び掛ける啓発ポスターの関連場所への掲示【別紙

５-１(P16)、５-２（P17）】や、２ｍの距離を実感できる表示等を床面・壁面等

に行うなど、基本的な感染防止対策を徹底する。 

●アルコール消毒液は、避難所の出入口・トイレ周辺等に設置し、出入りの際

には必ず手指の消毒を行うよう周知する。なお、アルコールが乾く時に殺菌

されるため、乾くまで入念にすり込むことも指導 

●咳等が出ていない場合もマスクの着用を徹底 

●避難所内は、原則として内履きとし、外履きで入らないよう徹底 

 ●人の密集が予想されるトイレ、洗面所、洗濯場、携帯電話の充電場所等では、

２ｍの距離を実感できる表示等を床面等に掲示 
 

② 食事時における感染症対策 

・炊き出しを行う時は、一人分ずつ小分けにして配ることを徹底する。 

・飛まつ感染を防ぐため、共用の食事スペースの設置は推奨しない（できる限り､ 

各避難者の占有スペース内での食事を推奨）。設置する場合は、順番制での利用

や座席配置を同一方向や互い違いとする。 
 

③ 飛まつ感染防止対策 

・居住スペースでは、家族等、同一グループ毎の間隔は、２ｍの距離を確保する

ほか、同一グループ内の利用者間の配置は互い違いとするなど、隣人からの飛

まつ感染を避ける。 

・密集が避けられないなど必要な場合は、飛まつ感染防止のため、間仕切り用簡

易テントを活用する。 

●各避難所の配備済み間仕切り用簡易テントは、㈱信防エディックス社製 

避難ルーム(W205 ㎝×D205 ㎝×H170 ㎝) 

●各避難所の配備数は 20 個のため配分に注意すること 
 

④定期的な換気 

・30 分に１回以上、避難所内の窓を全開にするなど、定期的な換気を実施する。 

●換気扇や大型扇風機等を活用して、外気を導入する 

●熱中症対策として、エアコン、冷風機、扇風機等を積極的に活用 

●冬季にあっては、火災やヤケド、事故等に注意して石油ストーブを活用 
 

⑤共用箇所の清掃や消毒 

・トイレ、洗面所、階段手すり、ドアノブ、電灯スイッチなど、人がよく触れる

共用箇所は、避難者が協力して定期的に清掃及び消毒（１時間毎～少なくとも

日に３回程度）を行う。 

●ペーパータオルや次亜塩素酸水を入れたスプレーボトル容器を活用 

●次亜塩素酸水は、役場等に設置された除菌電解水給水器の除菌液を活用する 
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   ●避難所施設内にある洗剤等を活用した次亜塩素酸ナトリウム液等の消毒液 

の作り方・使い方については、参考資料 P29～32 記載のとおり 

 

（３）避難者の健康管理  

避難者の健康管理のため、毎日の検温や体調確認等を実施する。 

① 検温や体調確認の実施 

・避難者に対し、毎日検温及び体調管理を行い、「健康チェックシート」に記入す

るよう指示する。【別紙６（P18）】 

 ※検温は、避難者が持参した物で自ら行うことを基本とするが、持参しなかっ

た場合には、各スペースの受付でスタッフによる検温を受ける。 

・発熱や体調不良が生じた場合は、避難所運営スタッフや巡回した保健師等に相

談するよう指導する。 

・相談の結果、必要な場合は、発熱等体調不良者及びその家族を専用スペースへ

案内するとともに、災害対策本部や保健福祉課に報告する。 
 

② 保健師等の巡回 

・避難所運営スタッフや保健師等は、定期的な巡回等により、避難者の健康管理に

努める。 

 

（４）発熱者等への対応 

発熱者等が発生した場合は、症状に応じて受診の補助や専用スペースの確保な

ど、適切に対応し、避難所での感染拡大の防止に努める。 

① 症状が悪化した場合 

・発熱者等の症状が悪化した場合、速やかに医療機関等を案内し、移動は本人や

家族等によることを基本とするが、必要に応じて搬送等の補助を行う。 

・新型コロナウイルス感染症が疑われる場合は、 

帰国者・接触者相談センター（☏050-5371-0561）を案内する。 
 

②感染症検査を受ける場合 

・避難者が新型コロナウイルス感染症の検査を受ける場合、結果が出るまでの間､ 

当該避難者の滞在場所等は、医師の指示に従う（結果が出るまでに時間がかか

る等の理由で、避難所に戻る場合は、専用スペースを確保する）。 

 

（５）避難者が新型コロナウイルス感染症陽性と判定された場合の対応 

検査の結果、避難者が新型コロナウイルス感染症陽性と判定された場合は、西

部保健所の指導と保健福祉課の協力のもと、当該者の居住スペースの消毒等、必

要な措置を行う。 
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３ 避難所運営チェックリスト 

 災害時の対応  

⑴ 避難者の受入 
 

□ 避難所関係職員の健康確認 

➣避難所等の開設前に、避難所運営関係者（施設管理者、町職員等）の健康状態を確認する 
 

□ 事前問診の実施 
 

➣問診は、受付担当者による聞き取りとし、「問診チェック票」への記入も担当者が行う 

➣避難所入口の外など換気の良い場所に「事前問診場所」を設置する 

➣場所は、体育館に接続する廊下を使用するなど、極力、屋外は避け、各避難所等に応じた場

所に設置する（屋外設置の場合は、テントの設営が望ましい） 

➣受付担当者は、マスク、手袋、フェイスシールドを着装し、事前問診を実施する 

➣事前問診場所が混雑しないよう受付の複数設置、避難者毎に２ｍの距離を確保（目印テープ

等の貼付）、受付周辺にアルコール消毒液を設置する 

➣受付では避難所毎に配備された非接触式温度計の使用を基本とする。 

接触型の体温計を使用する場合は、感染防止のために毎回消毒をして使用する 

➣発熱者等体調不良者や濃厚接触者に対して、速やかに専用スペースへの移動を促す 

➣陽性者が避難してきた場合には、一旦自家用車等での待機を指示する。災害対策本部と専用

避難場所の調整が済んだ後、陽性者へは速やかに町の専用避難所（陽性者）への移動を促す 
 

□ 一般スペース及び専用スペースへの誘導 
 

［一般スペース］ 

➣受付対応者は、マスクなどを着装し、一般スペースの入口で受付を実施する 

➣個人又は家族の占有スペース毎に２ｍ程度の間隔を確保する 

➣間隔を確保できない場合は、間仕切り等で空間を区切るなどの工夫を行う 

➣間仕切り等を設置する際は、熱中症や窃盗等に注意する 
 

［専用スペース（発熱等体調不良者・濃厚接触者）］ 

➣受付にはエチケットボードを設置する 

➣受付対応者は、マスク、ニトリル手袋、フェイスシールド等を着装し、専用スペースの入口

で受付を実施する 

➣一般スペースとは建物や階層を分けることを基本とし、可能であれば個室とするが、確保で

きない場合は、間仕切り等で区切るなど、工夫を行う 

➣一般スペースとの動線を分け、トイレ・手洗い場も別の場所にするなど、完全に分離したレ

イアウトとする 

➣発熱等体調不良者の家族についても、専用スペース(発熱等体調不良者)へ案内する 

➣専用スペースの入所者と他の避難者との接触を避けるため、各スペースに自分で移動・利用

できるような案内表示を設置する（風雨時や夜間においても視認可能なもの） 

➣濃厚接触者が、避難所に避難してくることも想定されることから、発熱者等体調不良者とは

別の専用スペースを確保する 

➣濃厚接触者の家族についても、感染予防の観点から、専用スペース(濃厚接触者)へ案内する 

➣陽性者や濃厚接触者が避難所に避難してきた場合は、直ちに災害対策本部や保健福祉課へ連

絡し、西部保健所と連携のうえ、適切に対応する 
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⑵ 避難所における感染症対策 
 

□ 基本的な感染症対策 

➣手洗いや咳エチケット等を呼び掛ける啓発ポスターの関連場所への掲示や、２ｍの距離を実

感できる表示等を床面・壁面等に行うなど、基本的な感染防止対策を徹底する 

➣アルコール消毒液は避難所の出入口、トイレ周辺等に複数設置し、出入りの際には必ず手指

の消毒を行うよう周知する 

➣咳等が出ていない場合もマスクの着用を徹底する 

➣避難所内は、原則として内履きとし、外履きで入らないよう徹底する 

➣人の密集が予想されるトイレ、洗面所、洗濯場、携帯電話の充電場所等では、２ｍの距離を

実感できる表示等を床面等に掲示する 
 

□ 食事時における感染症対策 

➣炊き出しを行う時は、一人分ずつ小分けにして配ることを徹底する 

➣飛まつ感染を防ぐため、共用の食事スペースの設置は推奨しない。設置する場合は、順番制

での利用や座席配置を同一方向や互い違いとする 
 

□ 飛まつ感染防止対策 

➣居住スペースでは、家族等、同一グループ毎の間隔は、２ｍの距離を確保するほか、同一グ

ループ内の利用者間の配置は互い違いとするなどして、隣人からの飛まつ感染を避ける 

➣密集が避けられないなど必要な場合は、飛まつ感染防止のため、間仕切り用簡易テントを活

用する 
 

□ 定期的な換気 

➣30分に１回以上、避難所内の窓を全開にするなど、定期的な換気を実施する 

➣換気扇や大型扇風機等を活用して、外気を導入する 

➣熱中症対策として、エアコン、気化式冷風機、扇風機等を積極的に活用する 

➣冬季は、火災やヤケド、事故等に注意して石油ストーブを活用する 
 

□ 共用箇所の清掃や消毒 

➣トイレ、洗面所、階段手すり、ドアノブ、電灯スイッチなど、人がよく触れる共用箇所は、

避難者が協力して定期的に清掃及び消毒（１時間毎～少なくとも日に３回程度）を行う 

 

⑶ 避難者の健康管理 
 

□ 検温や体調確認の実施 

➣避難者に対し、自らが毎日検温及び体調管理を行い、「健康チェックシート」に記入するよ

う指示する 

➣発熱や体調不良が生じた場合は、避難所運営スタッフや巡回した保健師等に相談するよう指

導する 

➣相談の結果、必要な場合は、発熱等体調不良者及びその家族を専用スペースへ案内するとと

もに、災害対策本部や保健福祉課に報告し、指示を受ける 
 

□ 保健師等の巡回 

➣避難所運営スタッフや保健師等は、定期的な巡回等により、避難者の健康管理に努める 
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⑷ 発熱者等への対応 
 

□ 症状が悪化した場合 

➣発熱者等の症状が悪化した場合、速やかに医療機関等を案内し、移動は本人または家族等に

よることを基本とするが、必要に応じて搬送等の補助を行う 

➣新型コロナウイルス感染症が疑われる場合は、帰国者・接触者相談センター(☎050-5371-0561)を

案内する 
 

□ 感染症検査を受ける場合 

➣避難者が新型コロナウイルス感染症の検査を受ける場合、結果が出るまでの間､当該避難者

の滞在場所等は、医師の指示に従う（結果が出るまでに時間がかかる等の理由で、避難所に

戻る場合は、専用スペースを確保する） 
 

 

⑸ 避難者が新型コロナウイルス感染症陽性と判定された場合の対応 
 

□ 避難者が新型コロナウイルス感染症陽性と判定された場合の対応 

➣検査の結果、避難者が新型コロナウイルス感染症陽性と判定された場合は、西部保健所の指

導と保健福祉課の協力のもと、当該者の居住スペースの消毒等、必要な措置を行う 
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｢自らの命は自らが守る｣意識を持ち、
　　　　　適切な避難行動をとりましょう

知っておくべき5つのポイント
●  避難とは[難]を[避]けること。
●  安全な場所にいる人まで避難場所に行く必
要はありません。

●  避難先は、小中学校・公民館だけではあり
  ません。安全な親戚・知人宅に避難すること
  も考えてみましょう。

●  マスク・消毒液・体温計が不足しています
ので、できるだけ自ら携行して下さい。

●  市(町)が指定する避難場所、避難所が変更・
増設されている可能性があります。

●  災害時には市(町)ホームページ等で確認して
下さい。

●  豪雨時の屋外の移動は車も含め危険です。
●  やむをえず車中泊をする場合は、浸水しな
いよう周囲の状況等を十分確認して下さい。

内閣府（防災担当）・消防庁

新型コロナウイルス感染症が収束しない中でも、

災害時には、危険な場所にいる人は
避難することが原則です。…………………………………

……………………………………

別紙１-１
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避 難 行 動 判 定 フ ロ ー

ハザードマップ※で自分の家がどこに
あるか確認し、印をつけてみましょう。

　ハザードマップは浸水や土砂災害が発生するお
それの高い区域を着色した地図です。着色されて
いないところでも災害が起こる可能性があります

※

色が塗られていなくても、周りと比べて
低い土地や崖のそばなどにお住まいの方
は、市町からの避難情報を参考に必要に
応じて避難してください

家がある場所に色が塗られていますか？

※浸水の危険があっても、
①洪水により家屋が倒壊又は崩落してしま　
　うおそれの高い区域の外側である
②浸水する深さよりも高いところにいる
③浸水しても水がひくまで我慢できる、水　
　や食糧などの備えが十分にある場合は自　　
　宅に留まり安全確保することも可能です

※土砂災害の危険があっても、十分堅牢な
マンション等の上層階に住んでいる場合は
自宅に留まり安全確保することも可能です

ご自身または一緒に避難する方は避難
に時間がかかりますか？

はい いいえ

安全な場所に住んでいて身を寄せられる
親戚や知人はいますか？

安全な場所に住んでいて身を寄せられる
親戚や知人はいますか？

警戒レベル３が出
たら、安全な親戚
や知人宅に避難し
ましょう(日頃から
相談しておきま
しょう)

警戒レベル３が出
たら、市町が指定
している指定緊急
避難場所に避難し
ましょう

警戒レベル４が出た
ら、安全な親戚や知
人宅に避難しましょ
う(日頃から相談し
ておきましょう)

警戒レベル４が出
たら、市町が指定
している指定緊急
避難場所に避難し
ましょう

スタート！ あなたがとるべき避難行動は？ 

　豪雨等による災害発生前の避難行動を促す各種緊急
情報の通知をはじめ、平常時の災害への備えとして、ハ
ザードマップの確認、防災知識の習得や避難トレーニン
グなど、災害から命を守るために、役立つ機能を幅広く　
備えたアプリ、それが総合防災アプリ「静岡県防災」です

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

例外

避　難　行　動　判　定　フ　ロ　ー

災害の危険があるので、原則として※ 
自宅の外に避難が必要です。

静岡県防災 検索

今のうちに、
　　　自宅が安全かどうかを
　　　　　　　　　確認しましょう！

別紙１-２
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出典：静岡県避難所運営マニュアル(H30.3)

別紙２
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事前問診場所レイアウト（例）

異常なし

【事前問診で行うこと】

　・問診チェック表【別紙４】を使って、避難者の健康状況を確認する。

【発熱等体調不良者】

　・専用スペースへ誘導する。

【上記以外の者】

　・一般スペースへ誘導する。

2m間隔が分かるように線を引く

受付者 受付者

2m

2m

事前問診

専用スペース 一般スペース

専用スペース受付 一般スペース受付

極力接触をさける
ため、自分で移動
できるよう、案内
看板等を設置

発熱あり
体調不良あり

避難者

避難者

　消毒液の設置
　マスクの着用を呼び掛
ける看板等の設置

避難者避難者

マスク、手袋、

フェイスシールド
を着装

状況に応じて、

受付窓口数を
増設

避難者 避難者

避難者 避難者

消毒液
看板

別紙３
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別紙４-１

問診チェック票

氏　名

住　所

電話番号

１

２

３

４

５

６

７

８

    月　　日　（　　）　　　　時　　分

（      町内会）

避難所名

受付日時

避 難 者

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者と言わ
れている。または、同居の家族である

新型コロナウイルス感染症の陽性者である はい・いいえ

１で「はい」の方には、自家用車等での一時待機を指示し、災害対策本
部　（保健福祉課）との調整後、専用避難所への移動を指示する

強いだるさ（倦怠感）や息苦しさがある

２で「はい」の方は、以下の項目を聞き取らず、速やかに
　専用スペース（濃厚接触者）へ案内する

体温が37.5℃未満であり、３以外の全てで「いいえ」
の方は一般スペースへ案内

３の体温が37.5℃以上または、４～８でひとつでも
「はい」の方は、専用スペース(発熱等体調不良者)へ案内

現在の体温 ℃

風邪の症状や発熱が数日間続いている

味覚・臭覚異常がある

激しい咳症状がある はい・いいえ

はい・いいえ

同居する家族等が、37.5℃以上に発熱している
または、４～７の症状が一つでもある

はい・いいえ

14



避難者名簿【　 ／　 ページ】避難所記載用

濃厚
接触者

体温 体調

例
７／26
10：15

森町太郎 森町森2101-1
　　　【●●●町内会】

0538-85-2111 37.1℃ 良･不良 一般・専用 体育館 ／
：

例
７／26
10：30

森町花子 森町森2101-1
　　　【●　●町内会】

090-9999-9999 38.2℃ 良･不良 一般・専用 図工室 ／
：

／
： 【　　　町内会】

℃ 良･不良 一般・専用
／
：

／
： 【　　　町内会】

℃ 良･不良 一般・専用
／
：

／
： 【　　　町内会】

℃ 良･不良 一般・専用
／
：

／
： 【　　　町内会】

℃ 良･不良 一般・専用
／
：

／
： 【　　　町内会】

℃ 良･不良 一般・専用
／
：

／
： 【　　　町内会】

℃ 良･不良 一般・専用
／
：

／
： 【　　　町内会】

℃ 良･不良 一般・専用
／
：

／
： 【　　　町内会】

℃ 良･不良 一般・専用
／
：

／
： 【　　　町内会】

℃ 良･不良 一般・専用
／
：

／
： 【　　　町内会】

℃ 良･不良 一般・専用
／
：

／
： 【　　　町内会】

℃ 良･不良 一般・専用
／
：

備  考

避難所名

別紙４-２

退所日時電話住所氏名NO.
居住

スペース
の別

受付時の問診結果
体温又は該当に〇記載

入所日時
具体的な

居住スペース
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別紙５-１
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別紙５-２
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健康チェックシート

日付

症状 朝 昼 夜 朝 昼 夜 朝 昼 夜 朝 昼 夜 朝 昼 夜 朝 昼 夜 朝 昼 夜

体温 ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

呼吸の息苦しさ、
胸の痛みがある

有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無

味覚・嗅覚異常
がある

有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無

咳や痰、喉の痛
みがある

有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無

全身がだるいな
どの症状がある

有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無

吐き気がある 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無

下痢がある 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無

体にぶつぶつ（発
疹）が出ている

有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無

目が赤く、目やに
が多い

有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無

その他気になる
症状があれば記
載願います

※発熱や体調不良が生じた場合は、保健・衛生班などの避難所運営スタッフや保健師等に相談すること

月　　日（　　曜日）月　　日（　　曜日）

氏名：

月　　日（　　曜日） 月　　日（　　曜日）月　　日（　　曜日） 月　　日（　　曜日） 月　　日（　　曜日）

別紙６
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1262
114

0610
10

21 939

22 67 245

TEL 03-3501-5191

TEL 03-5253-7525

 TEL 03-3595-2257

参考資料
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厚生労働省 新型コロナウイルス接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ） 

（COVID-19 Contact Confirming Application） 
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関連する県、国等のホームページ 

【新型コロナウイルス感染症に関すること】  

○新型コロナウイルス感染症全般に関すること

・静岡県 ホームページ
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19.html

・厚生労働省 ホームページ
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html

○新型コロナウイルス感染症が疑われる方の相談窓口

・静岡県帰国者・接触者相談センター
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/documents/kisetsucenter.pdf

【避難に関すること】  

○避難準備に関すること
・静岡県総合防災アプリ「静岡県防災」

https://www.pref.shizuoka.jp/bousai/application.html

・ハザードマップ ポータルサイト（国土地理院）
https://disaportal.gsi.go.jp/

【避難所に関すること】  

○災害時における避難所での感染症対策

・新型コロナウイルス感染症を踏まえた災害対応のポイント【第１版】（内閣府） 
http://www.bousai.go.jp/pdf/covid19_tsuuchi.pdf

・新型コロナウイルス感染症対策に配慮した避難所運営のポイント(第１版）（動
画）（内閣府） 
http://www.bousai.go.jp/coronam.html

・災害時における避難所での感染症対策（厚生労働省）
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_00346.html

・新型コロナウイルス避難生活お役立ちサポートブック（ＪＶＯＡＤ）

http://jvoad.jp/guideline/

27
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▶ 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム

▶ アルキルグリコシド

▶ アルキルアミンオキシド

▶ 塩化ベンザルコニウム

▶ 塩化ベンゼトニウム

▶ 塩化ジアルキルジメチルアンモニウム

▶ ポリオキシエチレンアルキルエーテル

ご家庭にある洗剤を使って
身近な物の消毒をしましょう

※ 新型コロナウイルスに、0.05～0.2%に希釈した界面活性剤を
20秒～5分間反応させ、ウイルスの数が減少することを確認し
ました。詳細はNITEウェブサイトをご覧ください。
https://www.nite.go.jp/information/osirase20200522.html

※ これ以外の界面活性剤についても効果がある可能性があり、
さらに確認を進めています。

本資料は、2020年5月28日現在の知見に基づいて作成されたものです。随時修正されます。

新型コロナウイルス対策

洗剤に含まれる界面活性剤で新型コロナウイルスが効果的に除去できます

ご家庭にある洗剤に、どの界面活性剤が使われているか確認しましょう

使用上の注意を守って、正しく使いましょう

試験で効果が確認された界面活性剤

 効果が確認された界面活性剤が使われている洗剤のリストを
ＮＩＴＥウェブサイトで公開しています（随時更新）
https://www.nite.go.jp/information/osirasedetergentlist.html

 製品のラベルやウェブサイトなどでも、
成分の界面活性剤が確認できます。

※製品本体の成分表は関連法令に基づいて表示されているため、
含有濃度などの条件によっては、ウェブサイト上のリストと
製品本体の成分表が一致しないことがあります。

 身近なものの消毒には、台所周り用、家具用、お風呂用など、
用途にあった「住宅・家具用洗剤」を使いましょう。

 安全に使用するため、製品に記載された使用方法に従い、使用
上の注意を守って、正しく使いましょう。

 手指・皮膚には使用しないでください。

品名 住宅・家具用合成洗剤

成分 界面活性剤（0.2% アルキル
アミンオキシド）、泡調整剤

液性 弱アルカリ性 正味量 400ml

別紙７
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安全上の注意

 手指・皮膚には使用しないでください。

 スプレーボトルでの噴霧は行わないでください。

効果的に使うためのポイント

 作り置きした液は効果がなくなるので、洗剤うすめ液は、その都度使い切りましょう。

 台所用洗剤でプラスチック部分（電話、キーボード、マウス、TVリモコン、便座とフタ、
照明のスイッチ、時計など）を拭いた場合、そのまま放置すると傷むことがあります。
必ず、すぐに水拭きしましょう。

 塗装面（家具、ラッカー塗装部分、自動車の塗装面など）や、水がしみこむ場所や材質
（布製カーテン、木、壁など）には使わないでください（シミになるおそれがあります）。

(1)洗剤うすめ液を作る。
たらいや洗面器などに500mlの水をはり、
台所用洗剤*を小さじ1杯（5g）入れて軽く
混ぜ合わせる。
（*食器洗い機用洗剤ではなく、スポンジなどにつ
けて使う洗剤です。有効な界面活性剤が使われてい
るかも確認しましょう。）

(2)対象の表面を拭き取る。
キッチンペーパーや布などに、(1)で作っ
た溶液をしみこませて、液が垂れないよう
に絞る。汚れやウイルスを広げないように、
一方向にしっかり拭き取るようにする。

(3)水拭きする。
洗剤で拭いてから5分程度たったら、キッ
チンペーパーや布などで水拭きして洗剤を
拭き取る。特に、プラスチック部分は放置
すると傷むことがあるので必ず水拭きする。

(4)乾拭きする。
最後にキッチンペーパーなどで乾拭きする。

小さじ1杯

「住宅・家具用洗剤」が手元にない場合には？

台所用洗剤を使って
代用することもできます。

水500ml

「住宅・家具用洗剤」を使用する
場合は、製品に記載された使用方
法どおりに使用してください。
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厚生労働省　「新型コロナウイルス対策 身のまわりを清潔にしましょう。」啓発資料 別紙８

31



参考

0.05%以上の次亜塩素酸ナトリウム液の作り方

以下は、次亜塩素酸ナトリウムを主成分とする製品の例です。
　商品によって濃度が異なりますので、以下を参考に薄めてください。

【注意】
●使用にあたっては、商品パッケージや HP の説明をご確認ください。
●上記のほかにも、次亜塩素酸ナトリウムを成分とする商品は多数あります。
表に無い場合、商品パッケージや HP の説明にしたがってご使用ください。

メーカー
（五十音順） 商品名 作り方の例

花王

ハイター 水１Lに本商品 25mL（商品付属のキャップ 1杯）

キッチンハイター 水１Lに本商品 25mL（商品付属のキャップ 1杯）

カネヨ石鹸

カネヨブリーチ 水１Lに本商品 10mL（商品付属のキャップ 1/2 杯）

カネヨキッチンブリーチ 水１Lに本商品 10mL（商品付属のキャップ 1/2 杯）

ミツエイ
ブリーチ 水１Lに本商品 10mL（商品付属のキャップ 1/2 杯）

キッチンブリーチ 水１Lに本商品 10mL（商品付属のキャップ 1/2 杯）

0.05％

厚 生 労 働 省 　 「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策  身 の ま わ り を 清 潔 に し ま し ょ う 。 」 啓 発 資 料
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